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　皆さんは、カキを食べたことがありますか。カキは「海
のミルク」と呼ばれ、栄養価が高い食品として知られてい
ます。
　宮城県は、養殖カキの年間生産量が全国２位で、塩竈市
では、松島湾に浮かぶ浦戸諸島でカキの養殖が行われてい
ます。県内のカキの養殖は、1600年代に野々島で始まっ
たと言われています。
　浦戸諸島のカキに触れてもらうイベント「浦戸のカキ体験」で、浦戸諸島で生活する皆さんに、カキの養殖場
やカキのむき方について、教えてもらいました。
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　9月から10月にかけて、日本各地で台風や大雨の大きな被害があり、被災
地を支援するための活動が行われました。玉川小学校のボランティア委員
会も台風第15号の被災地のために募金活動を行い、日本赤十字社を通じて
寄付を行いました。

がつ がつ に ほんかく たいふう おおあめ おお ひ ひがい さいち

ち

ふうだい ごう ひ さい ち かつどうぼ きん おこな じゅうに ほん じ しゃ つう

ふき おこな

せき

えんし かつどう おこな しょうたまがわ こうがっ い いん

たいかい

第一小学校に菊池助治さん殉道碑が建てられました
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　浮きを使った養殖が行われています。種カキ
（カキの子ども）がついたホタテの貝殻をロー
プで挟み込み、浮きをつなぐロープに吊るして
います。
　浮きのほかにも、海に杭を打ち込み吊るす方
式や、筏に吊るす方式などがあります。
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　カキのむき方を内海信吉さんが
教えてくれました。真剣に取り組
んでいるうちに、皆さんから「食
べるのはいいけど、これを毎日や
るのは大変だね…」という声があ
がりました。
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さん か しゃ こえ

３３

　殻付きカキを焼き、自分
で殻をむいて食べました。
「カリッと焼いてもおいし
い！」など、話がはずんで
いました。
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　参加してみて、特に楽しかっ
たのはカキむき体験です。カキ
むきでは、貝柱をとるところが
難しいと感じました。また参加
したいです。
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月見小５年　平塚翔塁さん

今野和凜さん（玉小５年）
こん の あい り しょうたま ねん

佐々木琴乃さん（玉小５年）
さ さ き こと の しょうたま ねん
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募金活動の発起人
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　今は、被災地を支援する活動を知ってもらうための新聞や
ポスター作りをしています。被災した人たちへの手紙を届け
られないかも考えています。
　ほかにも学校の必要な備品をそろえる活動や、外国の人た
ちの助けになるような活動に取り組んでいます。いろいろな
活動を通してたくさんの人が楽しく笑顔になれるようにみん
なで頑張ります！
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「命の大切さと思いやりの気持ちを伝える」
いのち たい せつ おも き も つた

「玉小ボランティア委員会」

船に乗って見学。鈴木正德さんが
案内してくれました。
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　校外の人たちのために何かできないかと考えていたときに、
台風第15号の被害をニュースで見ました。東日本大震災の
ときに塩竈はたくさん支援をしてもらっていたので、今度は
私たちが台風の被災地の人のためにできることをしたいと思
い、募金活動を行いました。
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募金をしようと思ったきっかけ

　大正13年１月20日、塩竈小学校（現在の第一小学校）の男子児童２名が、
旧玉川堤（現在の法務局塩釜支局）で氷滑りをして遊んでいたところ、突然氷
が割れて二人とも水中に落ちてしまいました。たまたま通り掛かった多賀城
村（現在の多賀城市）の菊池助治さんが駆けつけ、すぐに一人を助け上げまし
た。もう一人も救おうと自らの危険もかえりみず、対岸から氷の上を這うよ
うにして近づき救おうとしましたが、氷が割れて児童と共に水中に沈んでし
まいました。
　痛ましい事故の歴史と菊池さんの功績を伝えるため、９月17日、NPOみ
なとしほがまにより殉道碑が新しく建てられました。
　児童を救おうとした菊池さんの思いはとても尊いものです。冬休みにこの
ような悲しい事故が起こらないよう、危ないところで遊んだり、近寄ったり
しないように気を付けて過ごしましょう。
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　シオーモの小径は、海岸通地区にある海沿いの遊歩道です。そこ
には、塩竈市を訪れた詩人や歌人、文学者たちが残した言葉を刻ん
だ石碑が並んでいます。
　シオーモの小径は、平成22年に完成し、翌年に起きた東日本大震
災によって多くの石碑が倒壊するなどの被害がありました。今年７
月に、石碑を再設置するなど整備しなおされ、復旧が完了しました。
石碑には、震災で傷ついた跡が残っています。
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　明治時代以降、塩竈市にはさまざまな文学者たちが訪れています。そして、訪れたときの様子を
言葉にし、塩竈をモチーフにした作品を残しています。「シオーモの小径」には、文学者たちの残し
た言葉が刻まれています。
　皆さんも、文学者たちと一緒に、私たちが住む塩竈を見つめてみませんか。
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　シオーモの小径には、正岡子規、田山花袋、与謝野寛・晶子夫
妻、斎藤茂吉、若山牧水、北原白秋、宮沢賢治、高橋睦郎、佐藤
鬼房の文学碑が９個あり、10人11作品が刻まれています。教科書
で見たことがある文学者もいるのではないでしょうか。
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　シオーモの小径には、佐藤鬼房さん
（1919年-2002年）という塩竈に住んだ
戦後を代表する俳人の句碑もあります。
　市内には佐藤鬼房さんが詠んだ俳句の世界を表現した「鬼房小径」という場所
があります。さまざまな形の句碑があり、鬼房さんの直筆で書かれた俳句が彫
られています。皆さんも、鬼房小径で俳句巡りをしてみましょう。
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　塩竈には、佐藤鬼房という俳人がいますし、過去には松尾芭蕉も訪れま
した。奥の細道には、塩竈の句は記録されていませんが、芭蕉が見た風景
を今の君たちが巡って、芭蕉の気持ちになって詠むのもいいですね。塩竈
は歌枕の地でもあり、俳句を詠むには、とてもいい場所だと思います。
　自分の思いを５・７・５で表して、季語が入れば俳句になります。一緒に
風景を見ながら、友達同士作りっこしたり、好きな人へのメッセージで一
句作ったりするなど、皆さんも、楽しみながら一句詠んでみてください。

しおがま

みち しおがま く き ろく ば み ふう けいほそおく

きみ

つく みな たの いっ く よく

とも だちどう し つく す ひと いっ

めぐ ば き も よ しおがましょういま

うた ち はい く よ ば しょ おもまくら

じ ぶん おも き ご はい はい いっしょくあらわ

とうさ おにふさ はいじん か こ まつ お ば しょう

しょう

おとず

けい みふう

　最後に、季節の言葉を当てはめましょう。冬でも暖かい日なのか、とて
も寒い冬なのか、季語で表します。聞き手の想像が膨らみますね。
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　小中高校生の皆さんに俳句に慣れ親しんでほしいと「第二回塩竈市ジュニア
俳句コンクール」が開催されています。前回は、市外や県外からの応募を含む
3,700句以上の応募がありました。皆さんの思いや感じたことを、俳句にして
応募してみましょう。
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●未発表作品一人３句まで応募できます。
●投句用紙または200字原稿用紙に、住所・氏名・学校
　名・学年を記入し、応募してください。
●投句は無料です。
●受賞発表は、２月末を予定しています。
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佐藤鬼房記念  第二回 塩竈市ジュニア俳句コンクール
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　塩竈市在住の俳人であり、俳誌「小熊座」編集長の渡辺誠一郎さんに、
俳句を詠むコツを教えてもらいました。
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上五に季語を当てはめる
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　１で当てはめた５文字のものが、どんなものなのか７文字で説明してみ
よう。「〇〇〇〇〇〇な」「〇〇〇色の」だと当てはめやすいかもしれませんね。

あ

いろ あ
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　皆さんが発見した５文字のものを当てはめてみましょう。５文字なら、
どんなものでもいいですよ。
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応募締切　令和２年１月30日㈭　当日消印有効
応 募 先　〒985-0072
　　　　　　　塩竈市小松崎11-19　渡辺裕子方
　　　　　　　ジュニア俳句コンクール事務局
　　　　　　　電話・ファクス 022-367-1263

おう ぼ しめきり

おう ぼ さき

ひんおう ぼ さく

おこな わた なべせい いち ろう しゃしん みぎ

めすべ とお かく き せん くしょう

応募作品全てに目を通し、各賞を決める「選句」
を行います。(渡辺誠一郎さん：写真右) 
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(R1.11.30時点)

カキ 編カキ 編

しおがまっ子通信しおがまっ子通信
つうこ しん

未来へ羽ば
たけ！

しおがま
っ子！未来へ羽ば
たけ！

しおがま
っ子！

み らい
は

こ

　皆さんは、カキを食べたことがありますか。カキは「海
のミルク」と呼ばれ、栄養価が高い食品として知られてい
ます。
　宮城県は、養殖カキの年間生産量が全国２位で、塩竈市
では、松島湾に浮かぶ浦戸諸島でカキの養殖が行われてい
ます。県内のカキの養殖は、1600年代に野々島で始まっ
たと言われています。
　浦戸諸島のカキに触れてもらうイベント「浦戸のカキ体験」で、浦戸諸島で生活する皆さんに、カキの養殖場
やカキのむき方について、教えてもらいました。
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　9月から10月にかけて、日本各地で台風や大雨の大きな被害があり、被災
地を支援するための活動が行われました。玉川小学校のボランティア委員
会も台風第15号の被災地のために募金活動を行い、日本赤十字社を通じて
寄付を行いました。
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第一小学校に菊池助治さん殉道碑が建てられました
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　浮きを使った養殖が行われています。種カキ
（カキの子ども）がついたホタテの貝殻をロー
プで挟み込み、浮きをつなぐロープに吊るして
います。
　浮きのほかにも、海に杭を打ち込み吊るす方
式や、筏に吊るす方式などがあります。
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　カキのむき方を内海信吉さんが
教えてくれました。真剣に取り組
んでいるうちに、皆さんから「食
べるのはいいけど、これを毎日や
るのは大変だね…」という声があ
がりました。
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焼きガキ体験
や たいけん 参加者の声
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　殻付きカキを焼き、自分
で殻をむいて食べました。
「カリッと焼いてもおいし
い！」など、話がはずんで
いました。
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　参加してみて、特に楽しかっ
たのはカキむき体験です。カキ
むきでは、貝柱をとるところが
難しいと感じました。また参加
したいです。
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月見小５年　平塚翔塁さん

今野和凜さん（玉小５年）
こん の あい り しょうたま ねん

佐々木琴乃さん（玉小５年）
さ さ き こと の しょうたま ねん

ぼ きん かつどう ほっ き にん

募金活動の発起人
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　今は、被災地を支援する活動を知ってもらうための新聞や
ポスター作りをしています。被災した人たちへの手紙を届け
られないかも考えています。
　ほかにも学校の必要な備品をそろえる活動や、外国の人た
ちの助けになるような活動に取り組んでいます。いろいろな
活動を通してたくさんの人が楽しく笑顔になれるようにみん
なで頑張ります！
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「命の大切さと思いやりの気持ちを伝える」
いのち たい せつ おも き も つた

「玉小ボランティア委員会」

船に乗って見学。鈴木正德さんが
案内してくれました。
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　校外の人たちのために何かできないかと考えていたときに、
台風第15号の被害をニュースで見ました。東日本大震災の
ときに塩竈はたくさん支援をしてもらっていたので、今度は
私たちが台風の被災地の人のためにできることをしたいと思
い、募金活動を行いました。
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募金をしようと思ったきっかけ

　大正13年１月20日、塩竈小学校（現在の第一小学校）の男子児童２名が、
旧玉川堤（現在の法務局塩釜支局）で氷滑りをして遊んでいたところ、突然氷
が割れて二人とも水中に落ちてしまいました。たまたま通り掛かった多賀城
村（現在の多賀城市）の菊池助治さんが駆けつけ、すぐに一人を助け上げまし
た。もう一人も救おうと自らの危険もかえりみず、対岸から氷の上を這うよ
うにして近づき救おうとしましたが、氷が割れて児童と共に水中に沈んでし
まいました。
　痛ましい事故の歴史と菊池さんの功績を伝えるため、９月17日、NPOみ
なとしほがまにより殉道碑が新しく建てられました。
　児童を救おうとした菊池さんの思いはとても尊いものです。冬休みにこの
ような悲しい事故が起こらないよう、危ないところで遊んだり、近寄ったり
しないように気を付けて過ごしましょう。
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